
直方市セーフティネット５号の認定について 
セーフティネット等のスムーズな認定を行うべく、以下のとおりご案内します。 

 
１．押印の廃止について 

これまで、本市のセーフティネット等の認定については、事業者の押印を必須としておりましたが、
申請者名を自署する場合には押印不要とします。 
ただし、代理申請の委任状については、委任者（事業者）の記名・押印を必須とし、受任者（金融機
関等）の押印は不要とさせていただきます。 
 

２．セーフティネット等認定用のツールを展開いたします。 
申請にあたり、別添「セーフティネット減少率確認表.xlsx」へ認定申請書に記載の金額を入力してい
ただきますと、認定要件を満たしているかご確認いただけます。 
また、Excel シートの下欄へ申請する事業者様に記名・押印いただきますと、収支予算書・損益計算
書の代わりの「売上額を証明する書類」として使用していただけます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

←認定要件を満たさない場合、 
 エラーが表示されます。 

←認定要件を満たし、かつ、 
 事業者の記名・押印（または自署） 

が確認できる場合、 
売り上げ額を証明する書類とし 
てご利用いただけます。 

セーフティネット５号　創業１年３か月以上　様式イ-①

最近３か月間の減少額

Ｂ　－Ａ　

B

※減少率5％以上

（単位：円）

5%未満　認定不可！

A：申込時点における
最近３か月間の売上高等

B：Ａの期間に対応する
前年の３か月間の売上高等

200,000 100,000

200,000 100,000

200,000 100,000 減少額

合計 600,000 300,000 -300,000

　　　　　年　　　月　　　日

上記の内容に相違ありません。

　 事業所名：

事業所住所：

代表者氏名： 注意：自署または記名押印

最近３か月間の売上

Ａ：申込時点における最近３か月間の売上高等
Ｂ：Ａの期間に対応する前年の３か月間の売上高等

×１００　＝ -100 ％



３．よくある問合せ 
 
Q１．比較する最近３か月間の売上高はいつまで遡って良いか 
A１．事業者様の「申込時点における最近３か月」の売上額で比較します。 

例えば、申請月が７月であっても、確定している売り上げが５月であれば、３，４，５月の３か月
間の売上高で比較します。なお、月の途中であっても、その月の売上額が確定している場合（建設
業などに多い）は、確定している月で比較可能です。 
先月の売上額が確定しているが、売り上げは減少していない。しかし、前々月は大幅に減少してい
るので、前々月で比較して良いかとのお問い合わせいただきますが、この場合は認定できません。 

 
Q２．認定窓口は予約制ですか？ 
A２．予約は必要ありません。平日 8：30～17：00 までの間にお越しください。 
 
Q３．事業所の所在地が確認できる書類は必須ですか？ 
A３．必須です。法人は履歴事項全部証明書にて所在地を確認します。 

なお、個人事業主の場合に事業所の所在地を確認できる書類として、確定申告書の収支内訳書に記
載の事業所所在地にて確認します。 

 

個人事業主の場合の注意点：上記書類の事業所所在地に記載がない場合、「開業届」「事業の許認可証」な
どの添付が必要です。 
なお、年度の途中で住所が変更になった場合は、税務署に届け出た「個人事業の開業・廃業等届出
書（移転）」の写しなど、移転したことが分かる書類または現住所が確認できる書類を添付してく
ださい。また、申請者氏名が変更になった場合は、免許証の裏書の写しを添付してください。 

 
Q４．申請書を鉛筆書きの状態で持参して良いか。 
A４．印刷またはボールペン書きの状態でご持参ください。また、市では書類のコピーは行いません。 


